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はじめに

このドキュメントでは、GUIを介してフルメッシュ（リングトポロジ）設定を行う方法と、
CURWBデバイスを使用した固定インフラストラクチャネットワークで使用する方法について説
明します。

使用するコンポーネント

Cisco Catalyst IW9167無線

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、クリアな（デフォルト）設定で作業を開始していま
す。本稼働中のネットワークでは、各コマンドによって起こる可能性がある影響を十分確認して
ください。

ハイレベルシステム設計（用語）

パスフレーズ：このパラメータは、特定のネットワーククラスタまたはブロードキャストドメイ
ン内の無線で設定され、無線が通信して接続を確立できるようにします。パスフレーズは、無線
機間で送信されるシグナリング情報を暗号化し、データ送信前の接続形成を容易にします。デフ
ォルトのパスフレーズは、CiscoURWBです。

メッシュID:メッシュIDは、各CURWBデバイスに割り当てられる一意の4オクテットの識別子で
、通常は5.a.b.cの形式です。これはCURWBデバイスのMACアドレスです

メッシュ終端：コアネットワークとCURWBネットワークの間のゲートウェイとして機能する
CURWB無線またはデバイス。通常、メッシュエンドデバイスは、システム管理者によって明示
的に指定されます。ただし、最小のメッシュID番号を持ち、クラスタ内に他のメッシュ終端が設
定されていない無線は、ネットワーク内の他の無線によって自動的にメッシュ終端として選択さ
れます。



メッシュポイント：CURWBネットワーク内でリモートユニットとして機能するCURWB無線。エ
ンドデバイスにデータを送信します。

AutoTap:ネットワークループ防止メカニズムにより、CURWBデバイスはメッシュエンドまたは
ネットワークコアとの間の接続を検出し、入出力の専用ルートを維持できます。IW無線は、受信
したデータを接続された無線に分散し、ループを防止するために1つのポートをブロックします。
この状況は通常、リングトポロジ設計で発生するか、2つの無線の2つのイーサネットポートが同
じスイッチに接続し、一方のイーサネットポートをブロックしてもう一方を許可する必要がある
場合に発生します。

完全メッシュトポロジの利点とセットアップに関する考慮事項

フルメッシュ/リングトポロジ構成では、ワイヤレスの冗長性が提供されるため、ポイント
ツーポイントネットワークよりもネットワークの柔軟性が向上します。

•

各無線には2つのインターフェイスがあるため、理想的には、各場所で1つの無線を使用で
きます。ただし、ワイヤレスの冗長性を確保し、障害のシナリオに対応するためには、各ロ
ケーションに2つの無線を設置する必要があります。この設定により、1つの無線に障害が
発生しても、リングトポロジの代替ルートがトラフィックを配信できます。

•

集約ポイントにある無線（通常はコアネットワークに最も近い無線）は、メッシュの終端と
して設定する必要があります。

•

メッシュエンドは、CURWBワイヤレスネットワークと有線コアネットワーク間のゲートウ
ェイとして機能し、残りの無線はメッシュポイントとして機能します。CURWB無線の役割

•



は、各無線が実行する機能に基づいて指定する必要があります。

フルメッシュ（リングトポロジ）設定

フルメッシュネットワークを作成するには、次のパラメータを設定する必要があります。

一般モード1. 
Lanパラメータ2. 
パスフレーズ、周波数、無線ロール3. 

これは、1つの無線でVLAN、AESなどの追加機能が有効になっている場合に、すべての無線でア
クティブにする必要がある点で重要です。

一般モード：無線モードとIPアドレスは、このページから設定できます。コアネットワークに物
理的に最も近い無線が通常はメッシュ端として設定されているため、メッシュ端を慎重に選択す
ることが重要です。

ワイヤレス無線：パスフレーズ、周波数、チャネル幅、無線の役割の設定は、ワイヤレス無線設
定で行います。フルメッシュモードで設定された無線は、Fluidmaxのプライマリモードまたはセ
カンダリモードではなく、固定モードに設定する必要があります。



高度な無線設定：アンテナ番号の選択は、オンサイトで使用されるアンテナのタイプに合わせて
行います。また、AES暗号化を有効にして、データプレーンを保護することもできます。





メッシュネットワークのトラブルシューティング

フルメッシュネットワークは、複数のポイントツーポイントリンクを拡張して、リングトポ
ロジを形成します。ポイントツーポイントリンクと同様に、無線は直接的な見通し線を維持
する必要があります。すべてのリンクのアップリンクとダウンリンクの両方のRSSIは、-45 
～ -65 dBmの範囲である必要があります。

•

フルメッシュネットワークでは、複数のポイントツーポイントリンクが常に存在し、干渉を
防ぐために各リンクはオーバーラップしない周波数で動作する必要があります。また、すべ
てのリンクで同じパスフレーズを使用する必要があります。

•

各無線に2つのインターフェイスがあれば、ロケーションごとに1つの無線で十分であるこ
とが理想的です。ただし、現実的なワイヤレスの冗長性を実現し、潜在的な無線障害に対処
するには、各ロケーションに2つの無線が必要です。この設定により、1つの無線に障害が
発生しても、リングトポロジ内の代替ルートがトラフィックを配信し続けることができます
。

•



翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


